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　ドイツに：，アストロノミシ．L・ナハリヒテンAstronomische　Nachrichten

と呼ぶ天文學雑誌がある．不偏不窯の純學術雑誌で、蕾にドイツのみならす，

露，瑞，丁，捷，王，波，白，蘭，伊，日，英，佛，米，西，葡など，殆んど

全世界の各國の天文二者からの論文が集まり，其の永V・歴史と共に，最も樺威

ある出版物の一つである．この雑誌が獲刊澗一百年を迎へた時，わが「天界」

誌上（第1巻第11三三223～224頁）に簡輩な紹介を試みたことがあるが，會の創

立以來の會員でないと，知らない人が多いわけだから，再び其の要領を，こs

に記すこととする．ナ｝・リヒテン誌は下弓1821年九月にドイツ國のアルト1ナ

天文盛長シウマヘルH．C．　Schumacher博士が創刊した．當時，アルト1ナ

市はデンマルク國の海港都市で，ホンの隣り同志のドイツ國ハムブルグ市と互

ひに其の覇を二ってるた町であるが，此の學術雑誌の稜刊に當って，デンマル

ク國の大三大臣メ1スティングM6sting氏の協力と同情を得て，“天文聖上の

小論文や，観測結果や，天饅位置の推算豫平等を各國各地の同學平間に迅速に

頒布する”といふのが目的で此の雑誌を旧刊した．（因みに，一・月面の，ta　y’

中央部にM6stingとV・ふ噴火ロがあることを護者は知られるであらう．これ

はこうして學界の進展に貢献した丁子文部大臣メ1スティング氏の功績を永久

に紀念するため，學界の穂意を以って，命名されたものである．日本にも此う

した文部大臣が一人ぐらみほしいものと思ふ．）　ナハリヒテン誌は褒刊丁丁か

ら，臨界の大御所であるペセルBesse1，オルバ1スOlbers，ガウスGauss等

が之れを援助し，それ々々多くの寄稿二丈を寄せてみたので，忽ち學界一般に

重んぜられる所となり，漸次，各國の天文學者も大に之れを利用するに至った．

内容は，初めから寄稿者の意志を貴んで，猫佛，英，？テンの4種の言語な

れば，原文のまN載せる規定であったが，今日までの経過から見ると，ラテン

語の論文は殆んど見當らないけれど，其の代りに，イタリヤ，スペイン，ポル

トガルの3ケ國の華語のものも載せられ，又，必要に慮じて，挿圖として，木
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版，銅版，凸版等をいろ々々用みてみる．嚢刊以來の責任編輯者は
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上記のうち，C．　A・F・ぺiテルスの時代から，アルト1ナ市は猫國プ・イセン

領となったが，クリュ1ゲルの時代からは・プ・イセン國の文部大臣の保護と，．

ア・ゲ天：文運會（Astronomische　Gesellschaft）の援助とが加へられた．1902

年から拭工1ベルMartin　Ebell氏が駆引を助けてみた・この誌雑は，あらカ、

じめ畿行日を定めす，材料あり次第に稜行ずる極めて自由なものとし，十二は

大判8頁を1號とし，24號を以って一巻に纏められ，叉・普通號に載せ切れなh

大論文があれば・其れはシウマヘノL時代に既に補充號Ergtinzungshefteを出

版したことがあり・之れは寒椿其の他の關係で・其の後暫く中絶してみたが，

クロィツ時代に至って，誉れを襖輸した・叉・コボルF時代に・1913年から文

劇こ附録Literarisches　Beiblattを：獲降した・叉，近年は彗星や・小遊星や，三

星，無線報痔，其の他・急を要する槻測報告・推算豫報の迅速頒布を押倒する

ため，1919年中らは，観測報Beobachtungszirkularなるものを稜行ずるに

至った．一さて・近年・コボルト老が引退することとなったので・1938年九

月末，巳Pち第6387號（第267巷）を以ってコボルト氏の編輯を打ち切り，取り

敢へすベルリンの計算局が編輯することとなり，只，編輯局は’元の通りキール

市モルトケ街80番地であり，印刷は同市Schaidt會砒であった．ところが，

最近に，1939年に入って，第269巻からは，愈々其の編輯局をベルリン市ダ1

レム温のCopPernicus學院（元の計算局Rechen・lnstitut，昨1939年改名．

本誌221號340頁参照）をこ移し，毎月・一回獲行とし，凸形も少しく小形となり，

各．頁2段であった組み方も，・一段組みの髄裁となった．編輯主任はシャゥブW．

Schaub氏が當ってみる．之れと同時に天文通でll中央局もKie1か日Berlinに

移った．

　因みに，コriシ」ト斥はナハリヒテン誌の編斬に旧事すること前後31ヶ年，實

に記錐破りの永い勤めであったが・其の聞に・天文弓術の獲展と共に尋1娩1内容

や別門門の事業にも常に學界をリ1ドし・義倉の厭洲大戦中にも大して襲化を見

せす・一時は・今・のコペンハ1ゲン天文嘉の如く・有らゆる天文學的通報の中
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央局として活躍したことは天つ晴れであった．コボルト氏は其の一生を，此う

した編輯事業に費したのではない．もと々々同氏は若V・頃から，ホンガリ國の

オギャ1ラ，猫國ストラスプルグ，キール等の天文嘉長に歴任し，キ1ルに移っ

て，複雑な編輯事務を主宰しつSも，同氏の最も得意とする恒星宇宙の：隣造に

証する研究を進め，Bau　des　FixsternsystemsやStellarastronomie　￥の名

薯を公にしてみる．

　ドイツは20年の逆境を来り越えて，今圓の大戦争に3よ，湊，波，捷，丁，諾，

蘭，白，佛の各國に既に絶封的に勢力を張り，近い將來には和訓をも躁欄せん

としてみる．恐らく，今後，ドイツの勢は全駄を鷹倒するであらうが，電界に

於いても，やはり，今後はドイツが著しく雄飛するであらう．このプログラム

は，しかし，ドイツが今回の載勝を獲iる以前から，既に定められてみたものと

見て好いかも知れない．既に本誌にも報じた如く，ベルリン・ダ1レム匪の

Astronomisches．　Rechen－lnstitutは昨年來，意味ありげに，“CoPPernicus・

Institut”と改名され，其の上，上記の如く，　Nachrichten誌は，1　CoPPernicus・

Institut内のGesellschaftの手に齢して了つた．　El］ち，ドイツの天文學界は

CopPernicus－Institutに統制され，又，新時代の國悪天：文學界はGesellschaft

のヘゲモニ1下に置かれること，殆んど確費である．こうして，ドイツの天：文

學界の新和制が確立した以上，職胤の彫るのを待って，（或は，待たなv・でも）

今までの口際天文同盟（lnternational　Astronomical　Union）は解散され，新

たに，Geselleschaftを中心とし，ドイツ語とフランス語とを基幹とした組織

が出來上るものと豫想される．

　ちなみに，最近のドイツ敵対に一つの動きは，Kopernik（或はCoPPerni・

CUs）を，ポ1ランド人でなくて，ドイツ人だとする風潮であり，之れを立心す

る資料も集められつNある模様である．殊に，こんどの良心によって，20年間

の命脈を保ってるたポ1ランド國が，ドイツに抵抗したがために，あ5なく亡

び，コペル；クに特に縁敷の深V・Thornも，　Krakauも，　Frauenburgも，

Heilsbergも，悉く，きれいサツパリと，ドイツ領になって了つた．從って，

コペルニクを今吏ポ1ランド人だと言って見たところで，實際上には，何の意

味も無いことに：なる．そして，振事がドイツの天下になりつsある・

　コペルニクの人物や性格v”tcついては，近いうちに改めて本誌にも書いて見

たhと考へてるるから，讃者も期待してみて貰びたい．（194CF9－5）


